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Real VNC Viewer 設定手順書 
 

オラクル研修環境にアクセスするために必要な VNC Viewer のインストールおよび設定手順となります。 

この手順書では Real VNC viewer に関して説明します。 

① ダウンロード 
信頼できるサイトからダウンロードいただきますようお願いいたします。 

ここでは以下のサイトからダウンロードする例を示します。 

 
https://www.realvnc.com/en/connect/download/viewer/windows/ 

 

 
 

少しスクロールダウンすると以下の内容が確認できます。 

 

 
 
 
 

EXE x86/x64 となっていることを確認し

て Download VNC Viewer をクリック。 

SHA-256 で表示されているハッシュ値

を控えておきます。 
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ブラウザの指示に従って任意の場所にインストールバイナリをダウンロードします。 

今回のファイルは以下となります。 

 
VNC-Viewer-6.20.113-Windows.exe 
 

問題がないことをハッシュ値で確認します。 

ダウンロードファイルがあるディレクトリに移動し、certutil コマンドを実行します。 

 
PS > certutil -hashfile .¥VNC-Viewer-6.20.113-Windows.exe SHA256 
 

記録したハッシュ値と等しければ問題ありません。 

 
c993a515379bd54add8f9ce13222fe2f864c0e24bb0429780508f1d6ab204583 
 
 

② インストール実行 
ダウンロードしたファイルを実行するとインストール時に利用する言語の確認となります。 

ここでは English のまま OKをクリックします。 

 

 
 

VNC Viewer 6.20.113 Setup 画面が表示されます。そのまま Next をクリックします。 

 

 
 
 

ユーザーライセンス確認画面が表示されます。チェックボックスにチェックをいれて Next をクリック 
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します。 

 

 
 

Custom Setup 画面が表示されます。ここではそのまま Next をクリックします。 
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インストール前の確認画面が表示されます。そのまま Install をクリックします。 

 
 

 
 
 

インストールが開始されます。 
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インストール終了画面です。Finish をクリックしてインストーラーを終了します。 

 
 

 
 
 

事前準備は以上となります。 

以降に関しては研修当日に接続先情報を受け取った上で設定いただきます。 
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③ 接続先の設定 
以降の作業は研修当日、講師より接続先の情報を受け取り設定します。 

 

Real VNC Viewer を起動します。 

 
 

 
 
 

起動時に以下の画面が表示された場合は GOT IT をクリック。 

 

 
 
 
 
 
 
 

メニューから起動する例となります。 
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File メニューの New connection… を選択します。 

 

 
 
 

以下の画面が表示されます。Expert タブをクリックします。 
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ProxyTcpRfb パラメータを確認します。デフォルトは True です。ProxyTcpRfb パラメータをクリックし

て選択します。 

 
 

 
 

ProxyTcpRfb パラメータを False に変更します。 

変更したら General タブをクリックします。 

 

 
 
 
 
 
 

Value のプルダウンを使って False に変更

します。 
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VNC Server と Name を設定します。 

VNC Server は講師より提供された内容で設定します。 

Name は分かりやすい名前を設定します。以下の例では「Oracle研修用 1」としています。 

 

 
 

入力すると OK ボタンが有効になります。OK をクリックします。 

以下の画面が表示されます。 

 

 

講師が渡す情報は IPアドレスとポート番

号です。以下の形式で渡します。 

XXX.XXX.XXX.XXX:1 or XXX.XXX.XXX.XXX:2 
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④ 接続の実行 
作成した接続をダブルクリックすると、接続が実行されます。 

 

 
 
 

以下の警告画面が表示された場合は Continue をクリック。 
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認証画面で Password を入力します。 

Username の入力は必要ありません。Password は講師より渡された Password を入力し、 

OK をクリックします。 

 
 

 
 
 

以下のような Oracle Linux画面が表示されます。 

 
 

 
 
 
 
 


